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取材で初めて訪れた芦生の雄大さには圧倒されました。そして、芦生山の家館
長の 崇さんにお話を伺う中で、この自然の宝庫を大切に守り育てて、後世へ
引き継いでいこうとされる、この地で暮らす人々の懸命な思いが伝わってきまし
た。 さんは、有限会社芦生の里（以前の芦生なめこ生産組合）の取締役であ
り、きのこや山菜の食品加工、美山の木材家具づくりなどにも携わっておられま
す。冬期は一面が雪に覆われる芦生ですが、春先から晩秋にかけては季節ごとの
野草観察や散策に、身近に存在する秘境の森を訪れてみてはいかがでしょう。

　井�テ�

　井�テ�

TEL（0771）77－0290 FAX（0771）77-0368

◆住所：南丹市美山町芦生須後13番地
◆交通：府道19号線を美山方面へ。上平屋
を右折（国道162号へ）し、安掛を左折（府
道38号線へ）。かやぶきの里を越えて車
で約30分。※休館日、利用料金、設備な
ど詳しいことはお問い合わせください。

美山芦生山の家
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や
ぶ
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、

唐
戸
渓
谷
の
山
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生
の
森
は
、
四
千
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を
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広
大
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都
大
学
の
研
究
林
で
、

絶
滅
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。
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、
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う
落
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小
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。
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ホ
ー
ル
か
ら
二
階
へ
と
続
く
階

段
や
廊
下
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、
原
生
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動
植

物
や
風
景
の
写
真
が
展
示
さ
れ
、

訪
れ
る
人
々
の
心
を
芦
生
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森
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と
誘
い
ま
す
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客
室
は
、
畳
が
落
ち
着
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和
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と
、
木
製
二
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ベ
ッ
ド
の
洋
室
が

あ
り
、
い
ず
れ
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潔
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わ
っ
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き
ま
す
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食
事
は
、
芦
生
な
め
こ
や
美
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の
平
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鶏
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。

原
生
林
の
散
策
や
写
真
撮
影
を

目
的
に
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れ
る
方
の
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用
が
多
く
、
散
策

ツ
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ー
や
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き
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生
研

究
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）
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、
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る
家
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▲木の香りが広がるくつろぎの空間


